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1 国鉄小千谷発電所全長

2. 悶鉄千手発電所全公

3 国鉄千手発電所発m滋室

4 国鉄小千谷発電所水準羽根車

苗代湖。湯水式には只見川の沼沢沼発電所等。このほか発電所

建物の併造による分類として屋内発電所一一ーこれには床の数に

よ っ て単床式(国鉄小千谷川 二床式(国鉄千手) ， 多床式(阿賀

野川豊突) ，屋外発電所一一洪水面下発電所，地下発電所があ

り，運転操作による分類として手動 1 人制御， 全自動発電所

がある。主た負荷の と り方による分類として， 低負荷のみをと

る底負荷発電所・ 調整容量を利用して尖(せん)ilJ{負荷時のみ発

電する尖 (せん) 頭負荷発電所がある 。

3 水力発電所の構成 上流から主要なものを挙げるとダム ，

取水口 ， 沈砂池，導水路，水槽，余水路， 71<配管路，水車発電

機，放水路となる。

4 ダム(寝堤) 取水のみを 自的とする取水えん提，貯水し

て落差をとるための高堰混， その他発電以外の 目的， たとえば

河川の洪水調態 . ;j' I I 7J<骨壁紙(かんがい)を併用するものや，上流

の尖頭負荷発電所等による流量変化を平均して流すため， 逆調

整用多目的ダムもある。ダムはその天端を流水が溢流するもの

としないものとで溢流形と非溢流形に大別されるが，その構築

材料によってつぎの通 り と なる。

(1) コンクリ ー トダム 設計上の原理から重力〆ム (ダム自

身の重量によって外力に対し安定を保つ。多量のコ γ ク リート

を要し基礎岩量生の地点良好なこと)。 ア ー チダム (水平方向のア

ーチ作用で水圧を支持するもので，水圧は底部よ りも剖11 ll.!部へ

伝達されるから両翼部の岩量生が良好なこ と。材料は少ないが堤

体の自重よりも材料の強度に左右される。例， 上椎Jæ)。扶壁ダ

ム(中空ダム ともいう。 7}く圧を水平に対し 45 皮の傾斜をなす遮

水版で受け， これを多数の扶Mで支持する。例，中津川第一)。

(2) 土寝堤(アースダム) 砂 ・ 砂利 ・ ねん土を適当に混合し

て竪く締め固める。基礎地質は漏水がなければ岩盤を必ずしも

必要としない。多くは梯(てい)形断面。

(3) 石見寝耳を(ロックフィノレダム) 土壌堤の砂 ・ 砂幸11. ねん

土の代りに岩石を制11粗適当に混合して築造され，表聞のコ γ ク

リー トで止水する。

以上のほか木造や鋼堰堤がある。

5 ダムの付属設備

(1) 余水吐または洪水吐 通常コンクリートの重力ダムでは，

その中央部を滋流型とし，可動j雇 ( 11~1水門扉〔ぴJ ) によって， 洪

水時にはこれを全開して，上 i流部に水位の上列による被害を及

ぼさないようにするが， ダムの高さがし、ちじるし く高い場合，

またはア ー チダムの よ うに下流部氷叩(みずたたき)の保護が困

難な場合は， 非溢流形として爆体とは7JIJに地山に洪水吐を設け

るロ

( 2 ) 土砂 吐 ダム上流部にたい積する土砂排除のための排

砂門。

(3) 魚 道 魚族がさかのぼり繁殖するための通路。階段

式のものが多いが， ダム首i さが非常に高いと長大な工作物とな

るので， 下流に集まった魚族をかどで韓基械的にすくい織げるも

の(庄 ) 11小牧)もある。魚道に11常に一定量の水を流し交流電圧

を加えた電気魚網に よ って，魚を;<<，道の上り口に誘導する。こ

の電気魚網は取水口 ・ 放水口 から魚の入るのを防ぐためにも使

うことがある。

(4) 流木路， 舟筏(ばつ)路 木材運鍛で流木または流筏のあ

る所では，木材を l 本 l 本流す流木路またはいかだ組のま ま流

す舟筏絡を設ける。舟還のある所では，イ ンク ライ γを設ける

例もある。

(5 ) 制水門扉 固定堰堤上に配列して 可動堰と す るが沈砂

池 ・ 水路 ・ 水繕等の出入口に設けて流量調整周にも使う。門扉




